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球磨郡町村議会議長会（８月９日）（９月３日）（10月11日）

　多良木高校跡地に多良木中学校と支援学校の高等部移転について、熊

本県教育庁教育指導特別支援教育課長が説明された。

　県内の知的障がい特別支援学校の児童生徒数は著しく増加しており、

球磨支援学校（小中学部34人、高等部46人）を含む７校では、教室が不

足している。（球磨支援学校は７教室が不足）

　多良木町の要望を含め、町と支援学校保護者に対し、教室不足や高等

部を高校内に分教室設置3校（鹿本、甲佐、芦北）ある等を説明している。

保護者からの意見では、中学校隣接に不安があり、高等部だけの移転に

難色があるので、今後、保護者への不安を解消するために丁寧に説明し

理解いただくよう努めるとの事。

下球磨町村議会議員親善スポーツ大会は台風24号襲来で中止

（10月１日に五木村で開催予定だった）

球磨郡町村議会議員親善グラウンドゴルフ大会（10月12日）

　会　場：錦町総合グラウンド

熊本県町村議会議員研修会（10月４日）

　講　演：株式会社いろどり　代表取締役社長　横石知二　氏

　演　題：地方創生とまちづくり～地域経済の好循環をつくる～

　内　容：

　徳島県上勝町での葉っぱや椎茸等を販売するまでの永年の取組、苦労などを解りやすく説明された。（みか

ん栽培からの脱却）（葉っぱが商品になるヒント）（商品を集めてもらう人々のプライド）（始めは出荷しても

売れず、料理人に商品を見てもらい、売り先の現場を知らない事に気づく）（料亭に行って、葉っぱがただの

季節感で使っているのではないことに気づく）

　昭和61年にスタートし、平均年齢約70歳（最高齢は92歳）、165戸が加入。１戸で1,500万円稼ぐ人もいる。

商品は320種類あり、一年通じて仕事を作る。パソコンを利用し情報を流す。

　これからの売り方は、競争排除、選ばれる価値、独自の価値を発信する時代、すべてが松竹梅（松は光輝く物、

自慢できる物3割、竹は稼ぐもの、梅は広げる物）

　地域で仲間とともに好きなことをして稼ぐ、新たなコミュニティ。

　やる気を育てるには、すべてが自分のことにならなければなかなか続かいない。自分が働くことによって

周りを幸せにすることができれば最高の人生であるとの事でした。

議

長

報

告
相良村議会議長

吉松 啓一

共同調理場施工状況視察（８月20日）
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　平成30年第４回６月定例会において決議した四浦基幹林道の再編整備について、

熊本県へ要望しました。

　四浦基幹林道とは、四浦西地区の山林に、木材の搬出や運搬コストの削減による

森林所有者の所得向上、災害時の避難路として活用できるもので、平成２９年１２

月定例会において請願が提出され、採択済みです。

　この林道の起点や終点などを定め、相良村が地域森林計画の中に盛り込む必要が

あるが、過疎地域促進特別措置法などに基づいて事業は熊本県が代行するので村の

支出がない。林道なくしては林業の振興はできず、地域住民の安全確保にもつなが

る林道の再編整備の重要性を訴えました。

　要望書は福島農林水産部長に手渡し、整備着手までの手順の説明を受け、現在の

木材価格は値を戻してきており、今は林業にとって好機にあるという状況も聞くこ

とができました。

出席者：熊本県　　　福島農林水産部長、三原森林局長、竹内政策審議官

　　　　　　　　　　入口林業振興課長、大岩球磨地域振興局農林部長

　　　　熊本県議会　松田三郎県議、緒方勇二県議

　　　　相良村議会　吉松議長、髙岡副議長、茂吉議員、小善議員、市岡議員

　　　　　　　　　　中村議員、黒木議員、梅山議員、福田議員

熊本県庁にて福島農林水産部長へ陳情

四 浦 基 幹 林 道 の 再 編 整 備

熊 本 県 へ 要 望 （８月20日）

意見交換会（県庁会議室）
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９月定例会

　平成30年第６回９月定例会が、９月11日から19日までの９日間の会期で開催され、健全化判断比率の報告

３件、承認２件、平成29年度一般会計及び特別会計歳入歳出決算の認定６件、平成30年度一般会計及び特別

会計の補正予算５件、熊本県後期高齢者医療広域連合規約の一部変更、ふれあいリフレ茶湯里の設置及び管

理に関する条例の一部改正、及び議員発議２件が提案されました。慎重審議の結果、原案どおり承認、認定

及び可決し、平成30年度相良村一般会計補正予算（第６号）は、修正の上可決しました。

　一般質問には８人が登壇し、村長の考えを質しました。

○報告

　報告第２号　平成29年度株式会社さがら経営状況報告

　報告第３号　健全化判断比率の報告

　報告第４号　資金不足比率の報告

○承認………原案承認

　承認第９号　平成30年度相良村一般会計補正予算（第４号）

　　　　　　　（７月の豪雨災害復旧による補正　２千５７９万８千円）

　承認第10号　平成30年度相良村一般会計補正予算（第5号）

　　　　　　　（南小学校看護師配置業務委託による補正　２１２万８千円）

○認定議案………原案認定

　認定第１号　平成29年度相良村一般会計歳入歳出決算の認定

　認定第２号　平成29年度相良村国民健康保険特別会計歳入歳出決算の認定

　認定第３号　平成29年度相良村簡易水道特別会計歳入歳出決算の認定

　認定第４号　平成29年度相良村農業集落排水特別会計歳入歳出決算の認定

　認定第５号　平成29年度相良村介護保険特別会計歳入歳出決算の認定

　認定第６号　平成29年度相良村後期高齢者医療特別会計歳入歳出決算の認定

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（単位：千円）

会　　計 一　　般 国　　保 簡易水道 農 集 排 介　　護 後期高齢者 合　　計

収入済額　A 3,647,141 748,794 311,603 247,248 684,413 57,407 5,696,606

支出済額　B 3,542,165 685,195 308,953 242,508 612,899 56,800 5,448,520

歳入歳出差引額

（A－B）　C
104,976 63,599 2,650 4,740 71,514 607 248,086

翌年度へ繰り越す

べき財源　D
13,567 0 0 0 0 0 13,567

実質収支

（C－D）　Ｅ
91,409 63,599 2,650 4,740 71,514 607 234,519

○条例議案………原案可決

　議案37号　ふれあいリフレ茶湯里の設置及び管理に関する条例の一部を改正する条例の制定について

平成30年  第６回定例会報告

平成29年度一般会計及び特別会計の決算を認定



　2018.11.8　第37号5

○一般会計補正予算………修正可決

　議案第38号　平成30年度相良村一般会計補正予算（第６号）

　　歳入歳出予算を４３億７千６４６万４千円とする予算が提案されましたが、中学生の海外研修事業委託

　６３３万９千円、総合体育館改修設計業務委託２００万円を減額する２つの修正案を議会から提出し、慎

　重審議の結果、賛成多数で２つの修正案を可決しました。

　　よって、歳入歳出予算は、４３億６千８１２万５千円となりました。

歳　入　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　    （単位：千円）

款 補正前の額 補正額 計 説　　　明

地方特例交付金 700 431 1,131 地方特例交付金

地 方 交 付 税 1,506,000 113,053 1,619,053 普通交付税

分担金及び負担金 20,697 1 20,698 農地災害復旧事業分担金

国 庫 支 出 金 292,854 42,763 335,617 社会保障・税番号制度補助金

寄　 附　 金 5,101 6,000 11,101 ふるさと寄附金

繰　 入　 金 387,132 △ 45,656 341,473 財政調整基金繰入金

諸　 収　 入 30,216 △ 279 29,937 熊本県市町村振興事業補助金

村　　　 債 393,200 21,300 414,500 災害復旧事業

歳 入 合 計 4,228,833 139,292 4,368,125

歳　出　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　    （単位：千円）

款 補正前の額 補正額 計 説　　　明

総　 務 　 費 585,499 17,379 602,878 共済費等

民   生　 費 796,456 △ 595 795,861 介護保険事務費繰出金等

衛   生   費 233,238 2,423 235,661 簡易水道特別会計繰出金等

農 林 水 産業 費 1,248,427 14,877 1,263,304 林道維持補修等

商　 工 　 費 26,287 3,626 29,913 十島神社トイレ改修工事等

土　 木　 費 275,598 28,330 303,928 村道平原十島線測量設計等

消　 防　 費 167,226 233 167,459 移動無線局設定変更調整業務

教　 育　 費 532,283 3,957 536,240 庁用器具費　洗濯機等

災 害 復 旧 費 30,937 69,062 99,999 工事請負費等

歳 出 合 計 4,228,833 139,292 4,368,125

※補正のあったものだけを明記しているため、歳入歳出合計の数字とは一致しません。

○特別会計補正予算………原案可決

　議案第39号　平成30年度相良村国民健康保険特別会計補正予算（第１号）

　議案第40号　平成30年度相良村簡易水道特別会計補正予算（第１号）

　議案第41号　平成30年度相良村農業集落排水特別会計補正予算（第２号）

　議案第42号　平成30年度相良村後期高齢者医療特別会計補正予算（第１号）

○規約の一部変更………原案可決

　議案第43号　熊本県後期高齢者医療広域連合規約の一部変更について

○議員発議………原案可決

　発議第５号　国道４４５号の道路改良を求める意見書

　発議第６号　川辺川の河川改修を求める意見書

※各議員の審議結果………次頁のとおり

９月定例会

中学生の海外研修　　修正案の提案理由

　保護者全体で議論し、密度の高い計画書を作成すべきであり、また、保護者に周知されていない状況

で多くの村民の方もこの案件に対しては反対の意見が大多数である。
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９月定例会

各議員の審議結果

件　名
福
田

梅
山

黒
木

中
村

西
本

市
岡

小
善

茂
吉

髙
岡

結　果

承認第９号　平成30年度相良村一般会計補正予算（第４号）
　　　　　　について

○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 承認

承認第10号　平成30年度相良村一般会計補正予算（第５号）
　　　　　　について

○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 承認

認定第１号　平成29年度相良村一般会計歳入歳出決算の認
　　　　　　定について

○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 認定

認定第２号　平成29年度相良村国民健康保険特別会計歳入
　　　　　　歳出決算の認定について

○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 認定

認定第３号　平成29年度相良村簡易水道特別会計歳入歳出
　　　　　　決算の認定について

○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 認定

認定第４号　平成29年度相良村農業集落排水特別会計歳入
　　　　　　歳出決算の認定について

○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 認定

認定第５号　平成29年度相良村介護保険特別会計歳入歳出
　　　　　　決算の認定について

○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 認定

認定第６号　平成29年度相良村後期高齢者医療特別会計歳
　　　　　　入歳出決算の認定について

○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 認定

議案第37号　ふれあいリフレ茶湯里の設置及び管理に関す
　　　　　　る条例の一部を改正する条例の制定について

○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 可決

議案第38号　平成30年度相良村一
　　　　　　般会計補正予算
　　　　　　（第６号）（修正案）

海外研修削除 ○ ○ ○ ○ ● ○ ○ ○ ●

修正可決

総合体育館設計委託削除 ○ ○ ○ ○ ● ○ ○ ○ ○

議案第39号　平成30年度相良村国民健康保険特別会計補正
　　　　　　予算（第１号）

○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 可決

議案第40号　平成30年度相良村簡易水道特別会計補正予算
　　　　　　（第１号）

○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 可決

議案第41号　平成30年度相良村農業集落排水特別会計補正
　　　　　　予算（第２号）

○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 可決

議案第42号　平成30年度相良村介護保険特別会計補正予算
　　　　　　（第１号）

○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 可決

議案第43号　熊本県後期高齢者医療広域連合規約の一部変
　　　　　　更について

○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 可決

発議第５号　国道445号の道路改良を求める意見書について ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 可決

発議第６号　川辺川の河川改修を求める意見書について ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 可決

※賛成が○　　反対が●　　欠席は－
※議長は採決に加わらない。第６回定例会

相良村議会　12月定例会のお知らせ
12月定例会は、12月上旬の開催予定です。皆様の傍聴をお待ちしております。

インターネット録画映像（翌日から見られます）

　相良村議会では、インターネット上において、議会ライブ中継と映像の録画配信を実施しています。

　本会議日の（※）翌日17時より休憩分のみをカットしたものを録画配信いたします。

　併せて、平成23年以降の定例会並びに臨時会の記録もご覧いただけますので、ぜひ、そちらもご利用下さい。

（※本会議日が金曜日の場合は、翌営業日の17時となります。）

相良村ホームページ　https://www.vill.sagara.lg.jp/　からお入り下さい。
　　　　　　　　　　相良村公式サイト（緑）　>　相良村議会　>　相良村議会 議会中継システム

詳細につきましては、議会事務局までお尋ね下さい。（事務局　直通３５－１０３８）



　2018.11.8　第37号7

ここが
聞きたい

一般質問

一般質問とは
議員が村の行財政全般にわたって、執行機関に疑問点をただし、所信の表明
を求めるものである。
今回は議長を除く９名の議員のうち、８名が登壇した。

●市岡　智惠 議員 ………………………………………………………………………………… 8ページ

☆庁舎内の課の配置

☆国道４４５号の道路改良工事

☆河川の堆積土砂の除去

☆相良橋上流の里道の状況

●中村　重道 議員 ………………………………………………………………………………… 9ページ

☆ヴァレンタイン祭でのフランス・ヴァレンタイン村へのペアご招待の優勝賞品について

☆国道４４５号の歩道改修について

☆村内の通学路の管理状況について

●小善　満子 議員 ……………………………………………………………………………… 10ページ

☆地方創生交付金の使途について

☆相良村の誘致企業である肥後相良ファームについて

●髙岡　重盛 議員 ……………………………………………………………………………… 11ページ

☆村道永江瀬馳線

●梅山　　弘 議員 ……………………………………………………………………………… 12ページ

☆柳瀬石倉周辺整備計画について

☆水害対策について

●黒木　正照 議員 ……………………………………………………………………………… 13ページ

☆保健センター

☆移住定住促進への取り組み

☆本年６月議会可決の相良村長の給料の減額に関する条例の制定

☆情報通信施設

●福田　雄二 議員 ……………………………………………………………………………… 14ページ

☆総合型スポーツクラブについて

☆総合体育館トレーニング室について

●茂吉　隆典 議員 ……………………………………………………………………………… 15ページ
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村
民
の

声
を

村
政
に
！

　

議
会
だ
よ
り
は
、
文
字
数

が
限
ら
れ
て
い
る
た
め
、
質

問
内
容
の
全
て
を
掲
載
す
る

こ
と
が
出
来
ま
せ
ん
。

広
報
委
員
会
よ
り

追
加
で
提
案
さ
れ
た
２
つ
の
配
置
案
、
計

６
案
を
も
と
に
検
討
、
ま
た
、
実
際
に
現

在
の
１
階
フ
ロ
ア
に
て
配
置
計
画
と
照
ら

し
合
わ
せ
な
が
ら
確
認
し
た
。
結
論
は
、

住
民
の
利
便
性
の
改
善
を
す
る
こ
と
を
最

優
先
に
考
え
、
保
健
係
を
本
庁
舎
に
持
っ

て
く
る
。
保
健
係
は
現
在
の
保
健
福
祉
課

の
ス
ペ
ー
ス
に
配
置
、
一
部
の
保
健
福
祉

課
の
非
常
勤
職
員
を
産
業
振
興
課
の
向
か

い
側
に
配
置
す
る
こ
と
に
決
定
し
た
。
関

係
費
用
は
、
今
回
の
補
正
予
算
に
、
コ
ン

セ
プ
ト
増
設
の
改
修
費
用
と
し
て
、
14
万

８
，
０
０
０
円
。
パ
ソ
コ
ン
等
の
電
算
機

器
の
修
繕
と
し
て
20
万
円
を
計
上
さ
せ
て

い
た
だ
い
て
い
る
。

単
に
保
健
セ
ン
タ
ー
を
本
庁

舎
の
方
へ
戻
す
だ
け
で
な
く
、
住
民
へ
の

利
便
性
や
業
務
の
効
率
化
を
図
る
た
め
に

も
、
業
務
内
容
・
課
の
編
成
等
を
考
慮
し

な
が
ら
住
民
ニ
ー
ズ
、
利
便
性
を
意
識
し

た
組
織
づ
く
り
に
努
め
て
い
た
だ
き
た
い
。

植
竹
地
区
の
横
断
歩
道
は
ど

の
よ
う
に
な
っ
て
い
る
の
か
。
ま
た
、
小

学
校
の
ト
イ
レ
が
解
体
さ
れ
て
い
る
が
、

国
道
の
改
良
に
伴
う
も
の
な
の
か
。
た
だ
、

ト
イ
レ
の
改
修
だ
け
な
の
か
、
そ
の
後
ど

の
よ
う
に
な
っ
て
い
る
の
か
。

県
も
事
業
完
了
で
な
い
と
認

識
し
て
お
り
、
本
村
と
の
共
通
意
識
を

持
っ
て
い
る
こ
と
も
認
識
し
て
い
る
。
併

せ
て
、
ハ
ー
ド
事
業
等
で
改
良
時
期
が
未

定
の
箇
所
は
、
早
期
着
工
が
見
込
ま
れ
る

カ
ラ
ー
舗
装
等
で
対
応
し
て
も
ら
う
よ
う

に
要
望
し
て
い
る
。
植
竹
地
区
周
辺
が
そ

の
よ
う
な
箇
所
だ
と
思
わ
れ
る
。
小
学
校

ト
イ
レ
解
体
に
つ
い
て
は
、
本
村
教
育
委

員
会
に
お
い
て
実
施
し
て
い
る
。

相
良
村
通
学
安
全
推
進
会
議

を
開
催
さ
れ
て
い
る
と
聞
い
て
い
る
が
、

会
議
等
の
内
容
に
つ
い
て
、
ま
た
、
商
工

会
議
所
ま
で
の
歩
道
の
改
良
は
ど
の
よ
う

に
な
っ
て
い
る
の
か
。

参
集
メ
ン
バ
ー
は
、
各
小
中

学
校
長
、
Ｐ
Ｔ
Ａ
会
長
、
警
察
署
、
本

村
教
育
委
員
会
及
び
建
設
課
と
な
っ
て
い

る
。
会
議
は
、
各
関
係
機
関
へ
事
前
に
危

険
箇
所
等
の
調
査
を
依
頼
し
て
お
り
、
改

善
す
べ
き
危
険
箇
所
等
の
対
策
案
を
協
議

し
、
各
関
係
機
関
で
の
連
携
を
強
化
す
る

と
い
う
内
容
だ
っ
た
。
そ
の
後
、
相
良
村

通
学
路
安
全
プ
ロ
グ
ラ
ム
を
策
定
し
、
熊

本
県
へ
も
要
望
書
を
提
出
し
て
い
る
。
商

工
会
議
所
ま
で
の
歩
道
改
良
は
、
既
存
の

歩
道
を
用
地
買
収
ま
で
し
て
付
け
替
え
る

と
い
う
改
修
は
現
在
の
と
こ
ろ
県
の
見

解
で
は
現
実
的
で
は
な
い
と
い
う
こ
と

で
あ
る
。

国
道
４
４
５
号
に
お
い
て
、

今
後
の
取
り
組
み
と
し
て
ど
の
よ
う
に
考

え
て
お
ら
れ
る
の
か
。

熊
本
県
が
管
理
す
る
道
路
に

つ
い
て
は
、
引
き
続
き
継
続
し
て
県
関
係

部
署
と
協
議
し
た
上
で
早
期
完
了
を
要
望

し
て
い
く
。
併
せ
て
、
平
川
か
ら
永
江
区

間
、
雨
宮
の
歩
道
改
良
及
び
そ
の
他
要
望

区
間
に
お
い
て
も
同
様
で
あ
る
。

堆
積
土
砂
を
利
用
し
た
冠
水

地
の
農
地
の
か
さ
上
げ
等
は
で
き
な
い
か
。

河
床
掘
削
等
の
堆
積
土
砂
、

建
設
発
生
土
等
を
流
用
土
等
で
使
用
す
る

場
合
は
公
共
工
事
間
流
用
が
原
則
。
農
地

は
個
人
所
有
が
ほ
と
ん
ど
で
、
事
前
に
農

業
委
員
会
へ
の
形
状
変
更
等
の
申
請
及
び

計
画
の
取
り
ま
と
め
が
行
わ
れ
た
場
合
、

堆
積
土
砂
等
の
受
け
入
れ
希
望
者
等
の
情

報
を
県
の
ほ
う
に
提
供
す
る
こ
と
は
可
能

と
考
え
て
い
る
。

市岡　智惠議員

平
成
29
年
12
月
の
定
例
会

に
お
い
て
、
庁
舎
内
の
配
置
検
討
委
員
会

を
立
ち
上
げ
、
配
置
図
に
つ
い
て
４
案
に

絞
っ
て
検
討
さ
れ
て
い
る
と
の
答
弁
だ
っ

た
が
、
検
討
委
員
会
で
の
協
議
内
容
と
、

今
回
、
補
正
予
算
に
計
上
さ
れ
て
い
る
内

容
等
は
。

各
課
か
ら
選
出
さ
れ
た
委
員

９
名
に
よ
り
配
置
検
討
委
員
会
を
立
ち

上
げ
、
検
討
し
て
き
た
。
単
に
保
健
係
を

本
庁
舎
に
戻
す
だ
け
で
な
く
、
村
民
の
方

の
利
便
性
の
向
上
や
業
務
の
効
率
化
等
を

図
る
目
的
を
検
討
し
、
配
置
案
を
４
案
に

絞
っ
た
。
今
年
６
月
20
日
に
再
度
検
討
委

員
会
を
開
催
し
、
４
つ
の
配
置
案
と
当
日

庁
舎
内
の
課
の
配
置
は

保
健
係
を
本
庁
舎
に
移
設

ＱＡ市
岡
議
員

国
道
４
４
５
号
改
良
工
事
は

早
期
完
了
を
要
望
し
て
い
く

ＱＡ

河
川
の
堆
積
土
砂
の
除
去
は

県
に
土
砂
受
入
の
情
報
を
提

供
す
る
こ
と
は
可
能

ＱＡ

総
務
課
長

市
岡
議
員

市
岡
議
員

建
設
課
長

市
岡
議
員

建
設
課
長

市
岡
議
員

建
設
課
長

市
岡
議
員

建
設
課
長
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す
る
前
に
規
則
を
作
っ
て
や
っ
て
い
た
だ

き
た
い
。
総
務
省
か
ら
の
交
付
金
だ
が
や

は
り
国
民
の
お
金
だ
か
ら
、
慎
重
に
使
っ

て
い
た
だ
き
た
い
。

前
年
の
優
勝
者
は
外
国
人
の

方
と
記
憶
し
て
い
る
が
、
ペ
ア
招
待
券
を

利
用
し
て
ヴ
ァ
レ
ン
タ
イ
ン
村
へ
行
か
れ

て
い
る
の
か
内
容
を
尋
ね
た
い
。

平
成
30
年
第
４
回
の
議
会
で

答
弁
し
ま
し
た
け
ど
、
色
ん
な
諸
事
情
が

あ
り
ま
だ
行
か
れ
て
い
な
い
と
い
う
こ
と

で
す
。

ま
だ
行
か
れ
て
い
な
い
し
、

そ
の
ま
ま
に
な
っ
て
お
ら
れ
る
。
こ
の
処
理

は
、
村
と
し
て
は
ど
う
考
え
て
い
る
の
か
。

二
人
が
日
本
人
で
な
く
ベ
ト

ナ
ム
人
の
方
で
、
日
本
か
ら
フ
ラ
ン
ス
に

旅
行
す
る
場
合
に
は
シ
ェ
ン
ゲ
ン
ビ
ザ
と

い
う
短
期
訪
問
ビ
ザ
が
必
要
で
、
こ
の
取

得
が
大
変
困
難
だ
っ
た
よ
う
で
す
。
帰

国
後
、
本
人
た
ち
は
改
め
て
渡
仏
し
た
い

と
、
フ
ラ
ン
ス
の
ほ
う
に
行
き
た
い
と
い

う
、
今
報
告
を
受
け
て
い
る
と
こ
ろ
で
す
。

行
っ
て
い
た
だ
く
よ
う
こ
ち
ら
か
ら
は
お

願
い
す
る
だ
け
で
す
。

来
年
か
再
来
年
か
行
か
れ
る

と
い
う
話
だ
が
、
こ
の
問
題
が
発
生
し
て

か
ら
規
則
と
い
う
の
か
、
議
論
さ
れ
て
、

村
の
予
算
も
使
っ
て
い
る
の
だ
か
ら
1
年

2
年
見
過
ご
し
て
は
だ
め
だ
と
思
う
。
村

長
は
ど
う
思
う
か
。

ベ
ト
ナ
ム
の
方
と
い
う
こ
と
で

ビ
ザ
の
取
得
が
と
れ
な
く
て
フ
ラ
ン
ス
に

渡
航
で
き
な
い
と
い
う
こ
と
で
あ
り
ま

す
。
お
二
人
に
は
旅
行
券
と
い
う
形
で
将

来
使
っ
て
い
た
だ
く
よ
う
な
形
で
お
渡
し

し
た
と
い
う
こ
と
で
あ
り
ま
す
。

村
長
、
村
の
活
性
化
の
た
め

と
い
い
、
ヴ
ァ
レ
ン
タ
イ
ン
祭
で
色
ん
な

話
を
し
て
来
ら
れ
た
が
、
活
性
化
と
い
う

そ
の
趣
旨
に
外
れ
て
い
る
と
考
え
ら
れ
な

い
か
。

村
の
活
性
化
と
い
う
趣
旨
に
は

全
く
外
れ
て
お
り
ま
せ
ん
。

ヴ
ァ
レ
ン
タ
イ
ン
祭
の
趣
旨

に
外
れ
て
い
る
。
こ
の
こ
と
が
発
生
し
た

時
点
で
規
則
を
設
け
て
計
画
を
練
り
直
さ

な
い
と
ダ
メ
だ
と
思
う
が
。

本
当
に
日
本
人
で
は
想
定
し
得

な
い
障
害
が
あ
る
の
だ
な
と
い
う
勉
強
を

さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。
こ
の
よ
う
な

状
況
が
あ
っ
た
事
を
踏
ま
え
て
色
ん
な
検

討
、
改
善
で
き
る
部
分
は
や
っ
て

い
か
な
け
れ
ば
い
け
な
い
と
思
っ

て
お
り
ま
す
。一

般
質
問
が
あ
っ
た

か
ら
検
討
し
ま
す
じ
ゃ
な
く
て
、

自
ら
計
画
を
見
直
し
総
務
省
か
ら

の
補
助
金
を
も
ら
っ
て
の
仕
事
と

思
う
が
、
そ
の
あ
た
り
の
考
え
は
。

検
討
し
た
結
果
、
答
弁

し
た
と
お
り
で
あ
り
ま
す
。
こ
れ

は
補
助
金
で
な
く
交
付
金
で
ご
ざ

い
ま
す
。

こ
れ
は
村
長
の
言
い

訳
だ
と
私
は
思
っ
て
い
る
。
自
ら

委
員
の
方
と
一
緒
に
な
っ
て
委
託

総
務
課
長

ヴァレンタイン祭（平成29年2月12日　茶湯里にて）

前
年
の
ヴ
ァ
レ
ン
タ
イ
ン
祭
で
の
フ

ラ
ン
ス 

ヴ
ァ
レ
ン
タ
イ
ン
村
へ
の
ペ

ア
ご
招
待
の
優
勝
賞
品
に
つ
い
て

ま
だ
行
か
れ
て
い
な
い

ＱＡ

村 

長

中村　重道議員

中
村
議
員

中
村
議
員

総
務
課
長

中
村
議
員

中
村
議
員

村 

長

中
村
議
員

村 

長

中
村
議
員

村 

長

中
村
議
員
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打
診
が
あ
っ
た
か
。
村
長
は
そ
の
内
容
に

つ
い
て
知
っ
て
い
た
の
か
。
そ
れ
を
教
え

て
く
だ
さ
い
。

肥
後
フ
ァ
ー
ム
と
い
う
、
民
間

企
業
の
件
で
は
あ
り
ま
す
が
、
議
員
が
言

わ
れ
た
こ
と
に
つ
き
ま
し
て
は
、
事
後
的

な
情
報
と
し
て
入
っ
て
き
た
と
こ
ろ
で
あ

り
ま
し
て
、
事
前
に
は
知
り
得
ま
せ
ん
で

し
た
。

相
良
村
が
誘
致
し
た
企
業

が
、
村
外
の
農
業
法
人
に
委
託
す
る
と
い

う
こ
と
事
態
、
相
良
村
を
バ
カ
に
し
て
い

る
と
思
い
ま
せ
ん
か
。
村
長
は
、
事
後
知
っ

た
と
言
い
ま
し
た
が
、
そ
の
知
っ
た
段
階

で
、
会
社
に
何
ら
か
の
問
い
合
わ
せ
を
し

た
か
。
相
良
村
の
誘
致
企
業
ぞ
、
と
い
う

よ
う
な
こ
と
を
。

当
然
、
そ
の
よ
う
に
申
し
上
げ

て
、
非
常
に
残
念
な
事
で
あ
り
ま
す
と
い

う
こ
と
は
し
っ
か
り
申
し
上
げ
ま
し
た
。

残
念
な
こ
と
で
済
む
も
の
で

は
あ
り
ま
せ
ん
。
ど
れ
だ
け
相
良
村
の
金
、

県
の
金
が
つ
ぎ
込
ま
れ
た
か
。
相
良
村
に

お
い
て
も
、
会
社
の
雇
用
が
最
終
的
に
60

名
に
な
る
と
言
わ
れ
て
、
平
成
26
年
９
月

定
例
議
会
の
予
算
で
５
５
０
万
円
。
12
月

定
例
議
会
の
予
算
で
５
６
４
万
５
千
円
提

案
さ
れ
て
可
決
さ
れ
た
の
で
す
。
水
の
確

保
が
で
き
れ
ば
、
そ
う
い
う
よ
う
な
事
が

持
続
的
に
で
き
る
と
い
う
こ
と
で
し
た
。

肥
後
相
良
フ
ァ
ー
ム
の
現
状
は
、
会
社
は

ま
だ
倒
産
し
て
い
な
い
と
言
っ
て
い
る
そ

う
で
す
が
、
倒
産
同
然
で
す
よ
。
外
見
か

ら
し
て
廃
墟
の
よ
う
な
状
態
で
す
。
最
終

的
に
は
、
こ
の
事
業
を
持
っ
て
き
た
村
長
、

県
、
会
社
で
三
者
契
約
協
定
し
て
い
ま
す

の
で
、
村
長
と
県
に
責
任
が
あ
り
ま
す
。

最
初
の
目
的
「
や
ま
と
い
も
」
を
加
工
製

品
化
す
る
た
め
の
施
設
だ
っ
た
の
に
、
会

社
も
稼
動
し
て
い
な
い
し
、
雇
用
も
成
り

立
っ
て
い
な
い
。
こ
の
よ
う
な
状
況
を

黙
っ
て
い
る
訳
に
は
い
き
ま
せ
ん
。
相
良

村
が
補
助
し
た
７
４
４
万
１
千
円
を
会
社

に
返
還
要
求
す
る
事
と
、
学
校
施
設
を
現

況
復
帰
し
て
も
ら
う
こ
と
、
村
長
い
か
が

で
す
か
。

肥
後
相
良
フ
ァ
ー
ム
が
事
業
目

的
達
成
が
不
可
能
と
い
う
こ
と
が
確
定
し

ま
し
た
な
ら
ば
、
補
助
金
返
還
を
求
め
る

の
は
も
ち
ろ
ん
い
た
し
ま
し
て
、
県
と
の

協
議
の
中
で
一
定
の
処
置
を
取
る
と
い
う

覚
悟
で
は
お
り
ま
す
。
そ
れ
は
当
然
で
あ

り
ま
す
。

覚
悟
は
し
て
も
ら
っ
て
も
、

何
年
か
経
て
ば
時
効
に
な
る
こ
と
が
あ
り

ま
す
。
時
効
に
な
る
前
に
相
良
村
が
早
急

に
県
と
協
議
し
て
解
決
し
て
も
ら
う
事
を

望
み
ま
す
。

地
方
創
生
交
付
金
に
よ
る
、

ヴ
ァ
レ
ン
タ
イ
ン
祭
り
等
に
民
間
業
者
に

委
託
さ
れ
た
金
額
、
又
は
支
出
し
た
金
額

は
、
総
計
３
千
３
１
７
万
３
，
６
５
９
円

と
思
わ
れ
る
が
。

今
回
ヴ
ァ
レ
ン
タ
イ
ン
祭

り
関
係
に
つ
き
ま
し
て
は
、
事
業
総
計

２
千
２
９
２
万
８
９
５
円
。
８
事
業
を
民

間
業
者
に
業
務
委
託
し
て
お
り
ま
す
。

８

事

業

以

外

に
「

相

性

が
良
く
な
る
村
」
で
暮
ら
し
続
け
た

い

プ

ロ

ジ

ェ

ク

ト

業

務

委

託

一

式
、

６
４
２
万
６
千
円
熊
本
日
日
新
聞
社
、「
相

性
が
良
く
な
る
村
」
集
落
ビ
ジ
ョ
ン
策
定

に
向
け
た
Ｐ
Ｒ
業
務
委
託
、
１
０
８
万
円

熊
本
日
日
新
聞
社
、
「
む
ら
づ
く
り
フ
ェ

小善　満子議員

ス
タ
」
開
催
に
伴
う
会
場
設
営
等
業
務
委

託
、
２
４
８
万
９
千
円
テ
レ
ビ
熊
本
、
相

良
ブ
ラ
ン
ド
構
築
に
向
け
た
広
告
掲
載
業

務
委
託
、
19
万
80
円
ぷ
ら
ん
ど
ぅ
デ
ザ
イ

ン
工
房
、
等
が
委
託
さ
れ
て
支
出
さ
れ
て

い
る
。

今
回
の
質
問
事
項
で
地
方
創

生
交
付
金
と
い
う
事
だ
っ
た
の
で
、
過
疎

地
域
等
自
立
活
性
化
交
付
金
に
つ
い
て
は

除
い
て
報
告
さ
せ
て
も
ら
い
ま
し
た
。

課
長
答
弁
に
よ
る
と
、
資
料

に
は
、
過
疎
交
付
金
と
地
方
創
生
交
付
金

と
が
分
け
て
書
い
て
あ
り
ま
し
た
が
、
質

問
通
告
書
の
趣
旨
が
理
解
し
が
た
い
時

は
、
質
問
さ
れ
る
議
員
に
前
も
っ
て
伺
う

事
も
で
き
る
の
で
す
。
資
料
に
つ
い
て
も

一
般
質
問
当
日
、
議
会
事
務
局
通
じ
て
頂

い
て
も
検
討
す
る
時
間
が
あ
り
ま
せ
ん
。

今
後
こ
の
よ
う
な
事
に
な
ら
な
い
よ
う
に

注
意
し
て
く
だ
さ
い
。

誘

致

企

業

の

肥

後

相

良

フ
ァ
ー
ム
の
設
立
当
初
は
農
業
法
人
と
し

て
借
り
た
約
６
ヘ
ク
タ
ー
ル
の
農
地
が
、

村
外
の
農
業
法
人
に
委
託
さ
れ
て
い
る
と

い
う
よ
う
な
こ
と
で
ご
ざ
い
ま
す
が
、
相

良
村
外
の
農
業
法
人
に
委
託
さ
れ
て
い
い

も
の
か
。
そ
の
時
に
、
会
社
か
ら
村
長
に

小
善
議
員

小
善
議
員

小
善
議
員

村 

長

小
善
議
員

総
務
課
長

小
善
議
員

フ
ラ
ン
ス 

ヴ
ァ
レ
ン
タ
イ
ン
祭

り
等
に
民
間
業
者
に
委
託
さ
れ

た
金
額

ヴ
ァ
レ
ン
タ
イ
ン
祭
り
等
委
託
料
、

2
千
２
９
２
万
円
。
シ
ン
ガ
ポ
ー
ル
・

フ
ラ
ン
ス
海
外
派
遣
事
業
他
委
託
料

1
千
18
万
5
千
円
に
な
り
ま
す

ＱＡ

誘
致
企
業
、
肥
後
相
良
フ
ァ
ー

ム
の
設
立
当
初
借
り
た
約
6

ヘ

ク
タ
ー
ル
の
農
地
の
現
状
は

村
外
の
農
業
法
人
に
委
託
さ
れ
、

麦
、
ソ
バ
を
生
産
し
て
い
ま
す

ＱＡ

愛の丘に設置してある鐘と南京錠（総合運動公園）

小
善
議
員

総
務
課
長

小
善
議
員

村 

長

村 

長
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村
道
永
江
瀬
馳
線
、
高
尾

野
巡
り
区
間
に
つ
い
て
、
豪
雨
の
た
び
に

水
没
す
る
状
況
に
あ
る
。
県
は
、
巡
り
観

音
橋
下
流
に
お
い
て
は
堆
積
土
砂
の
除

去
は
行
っ
て
い
る
が
、
村
道
冠
水
の
解
決

ま
で
に
は
至
っ
て
い
な
い
状
況
で
あ
る

が
、
道
路
嵩
上
げ
の
検
討
を
さ
れ
た
こ
と

は
な
い
か
。

県
と
協
議
を
含
め
対
策
を
協

議
し
て
い
る
。
今
回
、
単
県
要
望
に
お
い

て
、
7
月
の
豪
雨
災
害
時
の
冠
水
状
況
写

真
を
添
付
し
て
改
修
の
要
望
を
行
っ
て
い

る
。
川
辺
大
橋
上
流
の
低
い
箇
所
に
擁
壁

施
工
に
伴
う
測
量
設
計
委
託
を
来
年
度
事

業
実
施
す
る
方
向
で
検
討
を
し
て
い
る
。

現
在
も
道
路
の
冠
水
は
解
決

し
て
い
な
い
。
道
路
の
改
良
、
対
岸
の
堤

防
改
良
に
つ
い
て
、
村
長
は
ど
の
よ
う
に

考
え
て
い
る
の
か
。

冠
水
は
気
に
し
て
い
る
が
、
具

体
的
な
協
議
は
し
て
い
な
い
。
対
岸
と
の

関
係
も
あ
り
、
下
流
域
の
治
水
に
影
響
す

る
の
で
、
ご
理
解
を
頂
き
た
い
。

住
民
が
安
全
に
通
行
で
き
る

よ
う
に
県
に
対
し
て
ど
う
に
か
し
て
協
議

が
で
き
な
い
の
か
。

県
の
方
に
は
確
認
を
し
て
い

る
。
河
川
断
面
を
阻
害
す
る
よ
う
な
改

修
は
厳
し
い
も
の
が
あ
る
。
堆
積
土
砂

の
除
去
に
つ
い
て
は
毎
年
要
望
を
行
っ

て
い
る
。

永
江
瀬
馳
線
に
つ
い
て

ダ
ム
が
出
来
な
く
て
も
河
川

関
係
の
堤
防
な
ど
は
村
と
し
て
強
く
要
望

を
し
て
い
く
こ
と
が
必
要
で
は
な
い
か
と

叫
ば
れ
て
い
る
。
特
に
永
江
瀬
馳
線
は
冠

水
に
よ
る
迂
回
路
と
し
て
拡
幅
の
計
画
は

な
い
の
か
。

村
道
の
全
路
線
、
路
面
の
状

況
調
査
及
び
橋
梁
の
点
検
を
実
施
し
て
い

る
。
現
在
の
所
、
修
繕
計
画
の
中
で
優
先

順
位
を
検
討
す
る
必
要
が
あ
る
と
考
え
て

い
る
。

人
吉
五
木
線
に
お
い
て
、
災

害
時
の
迂
回
路
が
他
に
な
く
、
交
通
に
支

障
が
あ
る
。
改
良
を
す
る
考
え
は
な
い
か
。

改
良
箇
所
に
は
六
藤
発
電
所
が

あ
り
、
難
し
い
協
議
も
し
な
け
れ
ば
な
ら

な
い
と
感
じ
て
い
る
。

六
藤
の
改
良
区
間
に
は
、
2

つ
の
橋
が
あ
る
。
耐
震
調
査

も
行
わ
れ
て
い
る
と
思
う
が
、

強
度
は
架
け
替
え
な
く
て
も

大
丈
夫
な
の
か
。

橋
梁
点
検
の
現

時
点
で
は
維
持
管
理
指
数
の

４
段
階
の
中
の
２
で
あ
る
の

で
、
す
ぐ
に
架
け
替
え
な
け

れ
ば
な
ら
な
い
と
い
う
状
況

で
は
な
い
と
い
う
指
数
の
結

果
と
な
っ
て
い
る
。

通
行
に
微
妙
と

思
わ
れ
る
道
路
を
よ
り
早
く

改
良
を
進
め
る
こ
と
が
村
と

し
て
必
要
で
は
な
い
の
か
。

協
議
は
し
て
み
た

い
と
思
う
。
必
要
性
又
は
相
当
性
が
行
政

行
為
に
は
あ
る
の
で
、
優
先
順
位
が
出
て

く
る
と
思
う
。
具
体
的
な
協
議
は
一
回
は

ち
ゃ
ん
と
し
っ
か
り
や
っ
て
み
た
い
と
考

え
て
い
る
。

髙岡　重盛議員

髙
岡
議
員

道
路
冠
水
に
伴
う
道
路
嵩
上
げ
は

測
量
設
計
委
託
を
来
年
度
事
業

実
施
す
る
方
向
で
検
討

ＱＡ

永江瀬馳線（四浦六藤）

建
設
課
長

髙
岡
議
員

村 

長

髙
岡
議
員

建
設
課
長

髙
岡
議
員

建
設
課
長

髙
岡
議
員

村 

長

髙
岡
議
員

建
設
課
長

髙
岡
議
員

村 

長
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月
が
過
ぎ
ま
す
が
、
同
じ
箇
所
で
水
害
に

見
舞
わ
れ
る
地
区
が
存
在
す
る
に
も
か
か

わ
ら
ず
、
何
ら
の
水
防
対
策
の
政
策
が
さ

れ
て
い
な
い
現
状
、
ど
の
よ
う
な
防
災
対

策
を
取
っ
て
い
か
れ
る
の
か
。
こ
の
12
年

間
で
ど
の
よ
う
な
対
策
に
取
り
組
ま
れ
て

き
た
の
か
。
ま
た
、
こ
れ
か
ら
先
ど
の
よ

う
な
要
望
活
動
を
さ
れ
る
の
か
。
村
長
自

ら
県
議
、
代
議
士
へ
の
要
望
等
が
で
き
る

窓
口
が
確
保
さ
れ
て
い
る
の
か
。

政
治
家
、
官
僚
の
方
含
め
て
、

今
は
、
直
の
話
が
で
き
る
良
好
な
関
係
で

要
望
活
動
を
や
っ
て
お
り
ま
す
。

（
具
体
的
な
、
水
防
対
策
に
つ
い
て
は
、

回
答
な
し
。
）

9
月
に
提
出
さ
れ
た
基
本

計
画
案
に
よ
る
と
物
産
館
を
初
め
と
す
る

レ
ス
ト
ラ
ン
、
ゲ
ス
ト
ハ
ウ
ス
、
結
婚
式

場
等
を
掲
げ
て
あ
り
ま
す
が
、
当
村
に
は

す
で
に
茶
湯
里
が
あ
り
、
現
状
赤
字
経
営

の
中
で
、
２
ヵ
所
の
物
産
館
を
運
営
す
る

の
は
、
茶
湯
里
の
運
営
上
の
赤
字
を
増
大

さ
せ
る
ば
か
り
で
な
く
、
２
ヵ
所
ま
で
の

赤
字
運
営
を
村
民
の
方
々
に
負
わ
せ
る
の

か
。
又
、
村
道
平
原
十
島
線
道
路
改
良
に

つ
い
て
も
、
当
初
の
平
面
図
の
交
差
点
で

な
く
、
す
で
に
改
良
済
み
の
歩
道
を
利
用

し
た
改
良
工
事
を
望
み
ま
す
。
当
初
平
面

図
で
の
施
行
と
な
れ
ば
、
さ
ら
に
用
地
買

収
費
用
が
発
生
し
ま
す
。

現
在
基
本
設
計
中
で
あ
り
、

事
業
費
、
運
営
費
等
の
試
算
は
出
来
て
い

ま
せ
ん
。

毎
年
の
豪
雨
災
害
に
見
舞

わ
れ
た
農
地
所
有
者
に
対
し
て
、
村
の
対

策
は
。

村
と
し
て
の
補
償
等
は

現
在
の
と
こ
ろ
ご
ざ
い
ま
せ
ん
。

松
馬
場
地
区
等
の
流
木
等

の
侵
入
を
防
ぐ
対
策
は
考
え
て
い
な
い
の

か
。
流
木
の
侵
入
を
防
ぐ
構
築
物
を
造
っ

て
ほ
し
い
。

何
ら
か
の
対
策
を
講
じ
る
必

要
は
あ
る
と
思
う
が
、
護
岸
工
事
に
対
し

て
は
、
県
に
要
望
す
る
し
か
な
い
。

梅山　　弘議員

本
年
の
豪
雨
の
際
、
村
長
は
、

四
浦
の
林
業
セ
ン
タ
ー
へ
自
宅
よ
り
お
に

ぎ
り
を
持
参
さ
れ
た
と
の
こ
と
で
す
が
、

避
難
さ
れ
て
お
ら
れ
る
方
は
あ
り
が
た
い

こ
と
で
し
ょ
う
が
、
災
害
対
策
本
部
長
が

対
策
本
部
を
離
れ
て
豪
雨
の
中
に
出
向
く

の
は
本
部
長
と
し
て
い
か
が
な
も
の
か
。

別
に
問
題
な
い
と
思
っ
て
お
り

ま
す
。

本
部
長
が
災
害
対
策
本
部
を

離
れ
た
際
、
も
し
も
の
こ
と
が
あ
れ
ば
、

誰
が
指
揮
を
執
る
の
か
。

教
育
長
が
指
揮
を
執
る
こ
と

に
な
る
と
思
い
ま
す
。

こ
の
よ
う
な
災
害
等
に
つ
い

て
、
議
会
で
は
、
県
・
国
等
に
要
望
、
陳

情
活
動
を
行
っ
て
い
る
が
、
ど
ち
ら
に

行
っ
て
も
好
ま
し
く
な
い
解
答
し
か
得
ら

れ
な
い
が
、
執
行
部
の
実
態
は
ど
う
な
っ

て
い
る
の
か
。村

独
自
で
の
要
望
等
に
つ
い

て
は
、
現
在
実
施
し
て
い
ま
せ
ん
。
郡
の

町
村
会
合
同
要
望
と
し
て
実
施
し
て
い

ま
す
。

村
長
就
任
以
来
、
12
年
の
歳

産
業
振
興
課
長

梅
山
議
員

村 

長

村 

長

総
務
課
長

防
災
計
画
書
の
作
成
は
ど
う

な
っ
て
い
る
の
か

平
成
29
年
度
に
大
幅
な
見
直
し
、

随
時
他
の
自
治
体
の
計
画
書
を
参

考
に
見
直
し
て
い
く

ＱＡ

柳
瀬
石
倉
周
辺
整
備
計
画
に

つ
い
て

基
本
設
計
が
、
本
年
12
月
末
ま
で

に
作
成

ＱＡ

梅
山
議
員

建
設
課
長

梅
山
議
員

梅
山
議
員

総
務
課
長

梅
山
議
員

総
務
課
長

梅
山
議
員

梅
山
議
員

へぼの木地区（川辺）



　2018.11.8　第37号13

一 般 質 問

移
住
定
住
促
進
へ
の
取
組
み
に
つ
い
て

移
住
定
住
の
取
り
組
み
に
つ

い
て
、
や
ら
れ
た
こ
と
、
現
在
の
取
り
組

み
に
つ
い
て
。

全
て
の
村
づ
く
り
が
移
住
定
住

促
進
策
。

村
営
住
宅
は
、
最
後
の
建
設

が
永
谷
団
地
、
平
成
25
年
の
事
業
。
こ
れ

は
前
村
長
の
計
画
で
、
引
継
ぎ
の
事
業
。

村
長
は
村
営
住
宅
を
負
の
遺
産
と
発
言
さ

れ
て
い
る
。
し
か
し
人
口
減
少
、
定
住
促

進
の
為
の
手
段
と
し
て
村
営
住
宅
建
設
は

必
要
不
可
欠
と
考
え
る
が
。

将
来
は
負
の
遺
産
に
な
る
の
で

私
は
取
り
組
ま
な
い
。

今
現
在
の
村
営
（
公
営
）
住

宅
入
居
数
は
。

平
成
30
年
９
月
１
日
現
在
で

２
０
８
名
。

村
営
住
宅
が
な
け
れ
ば
２
０

８
名
の
方
は
相
良
村
に
お
ら
れ
な
か
っ
た

方
と
思
う
が
、
本
年
だ
け
見
て
も
、
山
江
村
・

球
磨
村
・
湯
前
町
な
ど
多
く
の
自
治
体
で

人
口
減
少
、
移
住
定
住
に
向
け
て
、
村
営

住
宅
の
建
設
が
行
わ
れ
、
人
口
を
増
や
す

努
力
を
さ
れ
て
い
る
。
こ
の
ま
ま
で
は
他

の
市
町
村
に
人
が
執
ら
れ
て
し
ま
う
と
危

惧
す
る
。
宅
地
造
成
を
し
て
分
譲
す
る
事

も
必
要
と
考
え
る
が
。

自
治
体
が
な
す
べ
き
こ
と
は
移

住
定
住
、
人
口
の
増
大
で
は
な
く
、
そ

れ
は
過
去
の
発
想
で
関
係
人
口
の
増
大
に

移
っ
て
い
る
。
宅
地
造
成
も
し
な
い
。

宅
地
造
成
は
山
江
村
・
球

磨
村
で
も
さ
れ
て
い
る
。
取
り
組
み
の
違

い
で
大
き
な
差
が
生
じ
て
い
る
の
も
事

実
で
、
人
口
は
相
良
村
が
９
６
３
人
多
い

が
、
年
度
別
出
生
数
を
平
成
25
年
度
か
ら

平
成
29
年
度
の
５
カ
年
を
見
る
と
、
相
良

村
１
３
２
人
、
山
江
村
１
５
４
人
で
山
江

村
が
22
人
多
い
。
さ
ら
に
０
歳
か
ら
14
歳

の
人
口
を
比
較
し
て
も
相
良
村
が
５
１
３

人
。
山
江
村
５
８
３
人
で
、
70
人
も
多
い
。

山
江
村
と
何
が
違
う
の
か
、
若
い
人
に
住

ん
で
も
ら
う
た
め
に
何
が
足
ら
な
く
て
、

何
が
必
要
な
の
か
検
証
が
必
要
と
思
う
。

相
良
村
は
人
口
が
減
り
続
け
、
所
得
も
県

下
最
低
で
、
11
年
間
か
じ
取
り
を
さ
れ
て

い
る
が
、
結
果
が
伴
っ
て
い
な
い
現
状
か

ら
し
て
、
政
策
の
誤
り
と
言
わ
ざ
る
を
え

な
い
。
議
会
・
議
員
の
提
案
に
も
う
少
し

耳
を
傾
け
て
、
地
に
足
を
着
け
た
政
策
に

取
り
組
ん
で
頂
き
た
い
。

村
長
の
給
料
減
額
に
関
す
る
条
例
の

制
定
に
つ
い
て

昨
年
２
件
の
職
員
の
不
適

切
な
事
務
処
理
に
対
す
る
懲
戒
処
分
を
行

う
に
至
っ
た
村
長
の
責
任
に
対
し
て
、
平

成
30
年
７
月
１
日
か
ら
平
成
30
年
11
月
30

日
ま
で
の
給
料
月
額
を
１
割
減
額
す
る
条

例
が
可
決
さ
れ
て
い
る
が
、
施
行
さ
れ
て

い
る
か
。

施
行
さ
れ
て
お
り
ま
せ
ん
。

職
員
だ
け
処
分
し
て
、
村
長

自
ら
も
処
分
さ
れ
る
べ
き
と
再
三
申
し
上

げ
て
き
た
が
、
さ
れ
な
い
こ
と
か
ら
議
会

提
案
と
な
っ
た
。
先
週
も
湯
前
町
長
は
自

ら
20
パ
ー
セ
ン
ト
減
給
を
さ
れ
、
各
首
長

は
職
員
の
ミ
ス
に
つ
い
て
責
任
を
取
り
減

額
条
例
を
自
ら
提
案
さ
れ
て
い
る
が
、
な

ぜ
交
付
さ
れ
な
い
の
か
。

政
治
家
の
責
任
の
取
り
方
と
し

て
報
酬
等
を
減
額
す
る
こ
と
は
想
定
さ
れ

て
い
な
い
。

議
会
で
可
決
さ
れ
た
条
例

が
公
布
さ
れ
な
い
の
は
、
地
方
自
治
法
違

反
と
捉
え
て
い
る
。

保
健
セ
ン
タ
ー
に
つ
い
て

男
性
の
料
理
教
室
、
ふ
れ
あ

い
健
康
教
室
、
保
育
園
の
親
子
教
室
な
ど

色
ん
な
行
事
が
各
施
設
で
行
わ
れ
て
い
る

よ
う
だ
が
、
保
健
セ
ン
タ
ー
が
無
い
こ
と

で
不
都
合
な
点
、
問
題
点
は
無
い
か
。

ふ
れ
あ
い
セ
ン
タ
ー

は
、
保
健
セ
ン
タ
ー
の
役
割
は
果
た
し
て

い
る
と
県
か
ら
回
答
い
た
だ
い
て
い
る
。

ふ
れ
あ
い
セ
ン
タ
ー
で
乳
幼
児
検
診
を

行
う
た
め
に
は
、
一
部
の
健
診
に
お
い
て

少
し
部
屋
数
が
足
り
な
い
た
め
、
現
在
総

合
体
育
館
の
研
修
室
を
利
用
し
て
い
る

状
況
。
ま
た
離
乳
食
な
ど
の
栄
養
教
室
を

す
る
場
合
調
理
実
習
時
に
人
数
が
多
く

な
っ
て
く
る
と
調
理
台
が
足
り
な
い
こ

と
が
あ
る
。

部
屋
数
や
調
理
台
が
足
り
な

い
と
の
こ
と
だ
が
、
他
の
施
設
で
も
保
育

園
の
料
理
教
室
や
健
康
教
室
な
ど
が
あ
っ

て
お
り
、
そ
の
施
設
の
調
査
も
要
望
し
て

お
き
ま
す
が
、
課
長
答
弁
の
課
題
に
つ
い

て
、
保
健
セ
ン
タ
ー
の
必
要
性
は
。

再
構
築
す
る
方
向
で
改
善
は
考

え
て
い
る
。

黒木　正照議員

総
務
課
長

人
口
減
少
対
策
、
移
住
定
住
促

進
の
手
段
と
し
て
村
営
住
宅
建

設
・
宅
地
造
成
、
分
譲
は
必
要

不
可
欠
と
考
え
る
が

将
来
は
負
の
遺
産
に
な
る
の
で
、

取
り
組
ま
な
い

ＱＡ

施
行
さ
れ
て
い
る
か
、
さ
れ
て

い
な
け
れ
ば
地
方
自
治
法
違
反

と
捉
え
て
い
る

施
行
さ
れ
て
い
な
い

ＱＡ

黒
木
議
員

ふ
れ
あ
い
セ
ン
タ
ー
に
於
い
て

不
都
合
な
点
は

行
事
し
だ
い
で
部
屋
数
や
調
理

台
が
足
り
な
い

ＱＡ

村 

長

黒
木
議
員

村 

長

黒
木
議
員

総
務
課
長

黒
木
議
員

村 

長

黒
木
議
員

黒
木
議
員

黒
木
議
員

村 

長

黒
木
議
員

黒
木
議
員

保
健
福
祉
課
長

黒
木
議
員

村 

長
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一 般 質 問

総
合
型
ス
ポ
ー
ツ
ク
ラ
ブ
に

つ
い
て
質
問
し
ま
す
。
文
部
科
学
省
が
平

成
７
年
か
ら
15
年
ま
で
の
９
年
間
、
地
域

の
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
の
役
割
を
担
う
ス
ポ
ー

ツ
ク
ラ
ブ
づ
く
り
に
向
け
た
先
導
的
な
モ

デ
ル
事
業
と
し
て
、
地
域
住
民
の
主
体
的

な
運
営
を
目
指
す
総
合
型
ス
ポ
ー
ツ
ク
ラ

ブ
を
実
施
し
て
い
る
。
こ
れ
に
つ
い
て
、

本
村
で
の
取
り
組
み
に
つ
い
て
伺
い
た
い
。

相
良
村
総
合
型
地
域
ス
ポ
ー

ツ
ク
ラ
ブ
に
お
き
ま
し
て
は
、
茶
れ
ん
じ

ク
ラ
ブ
と
名
称
付
け
て
活
動
を
行
っ
て
お

り
ま
す
。
ス
ポ
ー
ツ
や
文
化
面
を
通
し
て
、

楽
し
く
生
き
が
い
の
あ
る
生
活
の
建
設
に

寄
与
す
る
と
い
う
理
念
の
基
、
ク
ラ
ブ
活

動
を
通
じ
健
康
、
体
力
を
維
持
、
増
進
す

る
と
と
も
に
、
人
と
人
と
の
繋
が
り
を
作

る
こ
と
を
目
的
と
し
て
活
動
し
て
お
り
ま

す
。
定
期
活
動
と
し
ま
し
て
は
、
バ
ト
ミ

ン
ト
ン
が
月
２
回
、
卓
球
が
月
２
回
、
ヨ

ガ
が
月
２
回
活
動
さ
れ
て
お
り
ま
し
て
、

年
６
回
の
茶
れ
ん
じ
ク
ラ
ブ
役
員
会
と
年

２
回
の
指
導
者
講
習
会
、
そ
の
他
の
活
動

と
し
ま
し
て
は
、
螢
鑑
賞
会
、
体
験
教
室
、

会
員
交
流
会
、
懇
談
会
、
野
外
活
動
等
を

実
施
し
て
お
り
ま
す
。

学
校
は
31
年
度
か
ら
運
動
部

活
動
か
ら
除
外
さ
れ
る
と
思
う
が
、
こ
れ

か
ら
の
取
り
組
み
に
つ
い
て
茶
れ
ん
じ
ク

ラ
ブ
の
位
置
づ
け
を
教
え
て
ほ
し
い
。

今
現
在
学
校
の
運
動
部
活
動

が
社
会
体
育
の
ほ
う
へ
移
行
と
い
う
か
た

ち
で
、
試
行
的
に
学
校
の
放
課
後
に
活
動

し
て
い
る
部
活
動
も
あ
り
ま
す
。
そ
の
他

に
も
小
学
校
の
子
供
さ
ん
で
茶
れ
ん
じ
ク

ラ
ブ
の
中
に
加
入
さ
れ
て
、
バ
ト
ミ
ン
ト

ン
と
か
、
卓
球
と
い
う
か
た
ち
で
活
動
さ

れ
て
い
る
子
供
さ
ん
も
お
ら
れ
ま
す
。
運

動
部
活
動
か
ら
社
会
体
育
へ
移
行
す
る
に

あ
た
っ
て
の
受
け
皿
に
も
な
る
の
か
な
と

思
っ
て
お
り
ま
す
。

総
合
体
育
館
の
ト
レ
ー
ニ
ン

グ
室
に
つ
い
て
、
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
室
と
し

て
の
機
能
は
な
さ
れ
て
い
な
い
と
思
う
が
、

現
状
は
ど
の
よ
う
に
な
っ
て
い
る
の
か
。

平
成
29
年
度
に
ト
レ
ー
ニ
ン

グ
マ
シ
ン
等
は
払
い
下
げ
を
し
て
お
り
ま

す
。
現
在
は
い
ろ
ん
な
物
資
と
か
が
が

残
っ
て
お
り
ま
し
て
、
今
は
物
置
と
し
て

利
用
し
て
お
り
ま
す
。

ト
レ
ー
ニ
ン
グ
室
の
あ
る

べ
き
も
の
と
し
て
の
そ
れ
を
協
議
さ
れ

た
の
か
。

ト
レ
ー
ニ
ン
グ
室
の
活
用
方

法
に
つ
い
て
は
、
教
育
委
員
会
の
中
で
い

ろ
ん
な
協
議
を
し
て
ま
い
り
ま
し
た
。
元

相
良
北
中
学
校
の
中
に
あ
る
資
料
の
展
示

室
に
す
る
。
体
育
館
ロ
ビ
ー
の
図
書
コ
ー

ナ
ー
の
本
を
図
書
館
と
し
て
活
用
す
る
等

協
議
し
て
お
り
ま
し
た
。

こ
れ
か
ら
の
使
用
状
況
に
つ

い
て
も
う
一
度
確
認
し
ま
す
。

今
後
の
取
り
組
み
と
し
ま
し

て
は
、
今
年
７
月
の
豪
雨
の
時
、
避
難
所

開
設
を
さ
れ
た
際
、
防
災
用
備
品
、
簡
易

ベ
ッ
ド
等
が
必
要
に
な
り
ま
し
て
、
庁
舎

下
の
防
災
備
蓄
倉
庫
か
ら
雨
の
中
運
び
出

さ
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
で
し
た
。
今
後
、

避
難
所
が
開
設
さ
れ
る
こ
と
を
考
慮
し
ま

し
て
、
ベ
ッ
ド
等
そ
の
他
防
災
関
係
の
も

の
を
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
室
の
ほ
う
に
保
管
し

て
は
と
い
う
こ
と
で
話
し
合
っ
て
お
り
ま

す
の
で
、
そ
の
方
向
で
検
討
し
て
い
け
た

ら
と
思
っ
て
お
り
ま
す
。

防
災
倉
庫
を
体
育
館
の
方
へ

移
設
し
て
、
出
来
れ
ば
次
の
段
階
で
あ
そ
こ

を
み
ん
な
が
集
え
る
、
み
ん
な
が
明
る
く
体

を
鍛
え
ら
れ
る
、
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
室
と
し
て

リ
ニ
ュ
ー
ア
ル
し
て
ほ
し
い
と
思
う
。

教
育
課
長

教
育
課
長

福田　雄二議員

役場下の駐車場に設置されている防災倉庫

福
田
議
員

体育館の裏のスペース

福
田
議
員

福
田
議
員

教
育
課
長

福
田
議
員

教
育
課
長

福
田
議
員

教
育
課
長

福
田
議
員

体
育
館
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
室
の
活
用

方
法
に
つ
い
て

防
災
関
係
の
も
の
を
保
管
し
て

は
と
話
し
合
っ
て
い
る

ＱＡ
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一 般 質 問

道
路
問
題
、
新
並
木
公
民

館
近
く
の
交
差
点
含
む
道
路
改
良
に
つ
い

て
。
前
回
の
課
長
答
弁
の
中
で
入
札
前
の

積
算
等
の
準
備
、
現
在
は
ど
う
な
っ
て
い

る
か
。
８
月
に
、
錦
町
が
海
軍
飛
行
場
記

念
館
を
開
設
、
大
型
バ
ス
は
回
り
道
を
し

て
い
る
。
新
並
木
、
井
沢
地
区
の
子
供
達

の
横
断
も
大
変
危
険
で
通
学
時
の
安
全
を

目
的
に
改
良
は
必
要
。

村
道
三
石
・
錦
線
の
道
路
改

良
事
業
に
伴
う
測
量
設
計
業
務
委
託
は
９

月
20
日
の
入
札
会
後
、
発
注
予
定
。
入
札

会
後
、
地
元
説
明
会
を
10
月
１
日
予
定
で

区
長
回
覧
等
で
周
知
し
て
い
る
段
階
。

小
学
校
近
く
の
歩
道
問
題
は

先
に
二
人
が
質
問
、
答
弁
さ
れ
て
い
る
の

で
取
下
げ
る
。
空
き
家
対
策
に
つ
い
て
、

総
務
課
長
は
第
６
期
総
合
計
画
策
定
の
中

に
含
ま
せ
な
い
か
と
答
弁
し
て
い
る
が
、

実
行
で
き
る
よ
う
に
な
っ
た
の
か
。
持
ち

主
に
は
、
連
絡
不
能
も
あ
る
か
も
し
れ
な

い
。
最
終
的
に
放
置
で
き
な
い
の
が
第
一

と
し
て
、
今
後
の
対
策
と
し
て
総
合
計
画

策
定
の
中
に
含
ま
せ
た
の
か
ど
う
か
。

県
内
の
10
市
町
村
で
空
き
家

等
対
策
計
画
を
策
定
さ
れ
て
い
る
。
本
村

と
し
て
も
総
合
計
画
を
進
め
る
中
で
、
空

き
家
等
対
策
計
画
の
協
議
会
を
設
置
し

て
、
総
合
計
画
と
別
に
策
定
す
べ
き
と
い

う
と
こ
ろ
で
他
の
市
町
村
の
情
報
を
収
集

し
て
取
り
組
み
始
め
た
と
こ
ろ
。

総
合
計
画
に
ど
の
様
な
中
身

で
入
る
の
か
分
か
ら
な
い
。

ま
だ
個
々
具
体
的
に
文
言
を

入
れ
る
か
、
ど
ん
な
手
法
で
作
る
か
現
在

取
り
組
ん
で
い
る
最
中
で
、
具
体
的
な
空

き
家
対
策
等
を
入
れ
込
み
は
ま
だ
こ
れ

か
ら
。

総
合
計
画
策
定
は
執
行
部
で

さ
れ
る
の
か
、
計
画
す
る
人
は
。

役
場
庁
内
で
ワ
ー
キ
ン
グ
グ

ル
ー
プ
を
作
り
事
業
を
進
め
て
い
る
。
予

定
は
12
月
議
会
に
議
案
と
し
て
提
案
で
き

る
よ
う
進
め
て
い
る
。
計
画
と
同
時
に
協

議
会
も
立
ち
上
げ
、
そ
の
中
で
特
定
空
き

家
に
指
定
す
る
か
の
判
断
を
し
た
い
。

所
有
者
の
問
題
も
あ

る
が
、
一
番
問
題
な
の
は
荒
れ
た

ま
ま
で
周
囲
に
迷
惑
を
か
け
る
こ

と
。
現
在
、
鹿
の
隠
れ
場
も
あ
る
。

地
域
の
社
会
不
安
等
に

繋
が
る
の
で
ど
う
に
か
し
た
い
の

で
す
が
、
自
治
体
も
正
解
を
見
だ

し
て
い
な
い
。正

確
な
回
答
は
、
中
々

無
い
と
思
う
が
、
慎
重
に
他
の
市

町
村
と
も
検
討
し
て
ほ
し
い
。

建
設
課
長

村 

長

茂吉　隆典議員

総
務
課
長

新
並
木
公
民
館
近
く
の
道
路

改
良
に
つ
い
て

入
札
後
、
地
元
説
明
会
を
行
う

ＱＡ茂
吉
議
員

第
6
期
総
合
計
画
は

12
月
議
会
に
提
案
で
き
る
よ
う

準
備
中

ＱＡ茂
吉
議
員

総
務
課
長

茂
吉
議
員

茂
吉
議
員

総
務
課
長

茂
吉
議
員

茂
吉
議
員

村道三石錦線の公民館近くの交差点（柳瀬　新並木）
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【
議
会
広
報
編
集
委
員
会
】

　
委

員

長
　
　
市
岡
　
智
惠

　
副
委
員
長
　
　
黒
木
　
正
照

　
委
　
　
員
　
　
梅
山
　
　
弘

　
　
　
　
　
　
　
小
善
　
満
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台
風
24
号
、
25
号
に
よ
る
被
害
は

発
生
し
た
も
の
の
大
規
模
災
害
に
は

い
た
ら
ず
安
心
し
た
中
、
保
育
園
、

小
学
校
の
運
動
会
が
開
催
さ
れ
ま
し

た
。
稲
刈
り
で
忙
し
い
こ
の
時
期
に
、

園
児
・
児
童
と
一
緒
に
ご
家
族
の
皆

さ
ん
も
満
喫
さ
れ
た
こ
と
で
し
ょ
う
。

多
彩
な
競
技
の
中
で
、
園
児
・
児
童

の
つ
ぶ
ら
な
瞳
の
中
に
輝
く
光
を
感

じ
さ
せ
ら
れ
ま
し
た
。
行
政
と
は
、

大
の
大
人
が
教
え
て
く
れ
る
こ
と
で

は
な
く
、
子
供
た
ち
が
教
え
て
く
れ

る
こ
と
も
あ
る
こ
と
を
感
じ
ま
し
た
。

　

子
供
は
財
産
、
宝
で
す
。
そ
の
財

産
が
、
再
び
相
良
村
に
生
活
の
基
盤

を
構
築
で
き
る
よ
う
に
す
る
の
が

我
々
、
在
住
者
の
責
任
で
は
な
い
で

し
ょ
う
か
。

　

広
報
委
員　

一
同

旬 の 行 事

相良北小・あざみ園合同運動会　H30.10.2（火）

なつめ保育園運動会　H30.10.7（日） 暁保育園運動会　H30.10.6（土）

防災訓練　H30.9.23（日）
（相良北小学校上空）

麦・ソバ・米がアタッチメント取換だけで収穫できる
汎用型コンバイン（村の補助事業）

相良南小運動会　H30.10.1（月）


